
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

新年あけましておめでとうございます。 

            本年もよろしくお願いいたします。 

校長 岩下 伸子  

「おはようございます！」と元気に子どもたちが登校し、平成２９年度3学期がスタートし

ました。3学期の授業日は５２日。平成２９年度は２０４日の授業日の予定でしたが、大水や台

風のため2日間休校しています。そのため、２０２日の授業日となります。今後、インフルエ

ンザ等で学校閉鎖・学年閉鎖にならないよう、８３名の子どもたちと１６名の教職員、全員元気

に３学期を乗り切りたいと考えています。よろしくお願いいたします。 

保護者の皆様、地域の皆様も是非、健康にご留意され、お過ごしください。 

さて、子どもたちは１７日間の冬休みをどんなふうに過ごしていたでしょうか。昨年度は、鳥

インフルエンザや糸魚川大火などで大変な年末でしたが、今年度はいかがでしたでしょうか。 

雪も少なく、穏やかなお正月を過ごされたのではないでしょうか。2月７日には平昌オリンピ

ックが開幕します。日本中が、選手の活躍に盛り上がることでしょう。 

学校でも、本日の始業式、11日の校内書初め会、そして、17日の体操フェスティバルや、

30日・31日のNRT学力検査のほか、2 月6日のスキー教室(3年生以上)、2月21 日の福

祉の集い(第 3回学校運営協議会)、3月 2日の学習参観・ＰＴＡ総会、3月 8日の 6年生を送

る会、そして、3月23日の卒業式と、盛りだくさんです。 

文武両道・身も心もたくましく育つ3学期。2学期以上に充実した 3学期になりますよう、

保護者の皆様、地域の皆様、どうぞ本年もよろしくお願いいたします。 
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暮れに… 

１・２年生は「よねやまの里」を訪問しまし

た。国語の時間に学習したお話や詩の朗

読をしたり、音楽の時間に学習した歌を歌

ったり鍵盤ハーモニカ等を演奏したり…。 

施設利用者の皆様から温かい拍手を

いただき、子どもたちの心も、ホカホカしてき

ました。発表の後、１年生は「おちゃらかホ

イ」を、２年生は「紙相撲」などを皆さんと一

緒に楽しんできました。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪みとめあう≫かかわりを楽しむ子・・・達成目標と成果 

① 「自分や友達の良さを３つ以上見つけた」児童 90%以上⇒92.8%(保護者 90.4%) ≪96.4% (保護者 92.8%)≫ 

② 「心班で協力して楽しく活動した」児童 90%以上 ⇒97.5% (保護者 97.6%) ≪97.6% (保護者 100%)≫ 

③ 「進んで『あいさつ・返事・さん付け』をした」児童 85%以上 

⇒89.1% (保護者 86.7%) ≪89.3% (保護者 83.2%)≫ 

④ 「地域の方へ自分から声をかけた」児童 85%以上 ⇒87.1% (保護者 62.7%) ≪87.9% (保護者 66.7%)≫ 
 

★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・ 

①～④について、全て達成目標をクリアしています。①②については９０％以上、③④については85％以上

ですから、高い数値であると考えます。しかし、全てにおいて1学期よりは若干ポイントが下がっています。 

下黒川小学校の子どもたちは、勉強に運動に生活科や総合の学習、心班の活動、アルミ缶の活動など、様々

な学習・活動に一生懸命取り組みます。素晴らしいと思っています。 

しかし、子どもたちの様子を見ていると、授業中もノートやホワイトボードに自分の意見を書いても「自信

がないから…」と消してしまったり、発表しなかったりする場面が見られました。外部からの講師の先生に質

問されても答えられなかったりする子もいました。是非≪自分自身≫に自信をもってもらいたいなと考え、①

の目標を設定しました。「私って○○がすごい！」「僕って◇◇がすごい！」「Aさんの△△ってすごいね！」「B

さんの□□ってすごいね！」「心班、みんなで力を合わせて駅伝を成功させよう！」「心班、みんなで力を合わ

せてアルミ缶をたくさんつぶそう！」「すごい！私たちがんばったね！」などと、自己肯定感・自己有用感の輪

がどんどん広がっていくといいなと考えています。 

自分に自信がもてると、相手を尊重し、自分も相手も大事にし、謙虚になります。自分に自信がもてると、

あいさつの輪もどんどん広がっていきます。地域の方へも自信をもってどんどん声を掛けていくことができま

す。人とのかかわりを楽しみ、いろいろな方面へ自信をもって挑戦していく子どもたちに育っていくと思いま

す。保護者の皆様、地域の皆様、是非、子どもたちのがんばりをほめ、子どもたちに自信を与えてあげてくだ

さい。あいさつなどがまだできていないようでしたら、どうぞ大人から先に声を掛けてあげてください。 

≪きたえあう≫運動を楽しむ子・・・達成目標と成果 
① 「めあてを決めて運動に取り組んだ」児童 90%以上⇒92.8% (保護者 74.7%) ≪85.7% (保護者 69%)≫ 

② 「心班で協力して体を鍛えた」児童 90%以上    ⇒91.6% (保護者 90.4%) ≪91.5% (保護者 90.4%)≫ 

③ 「病気やけがに気を付けて学校生活を送った」児童 80%以上 

⇒96.4% (保護者 86.8%) ≪89.2% (保護者 88.1%)≫ 

④ 「アウトメディアのルールを決めてきまりを守った」児童 80%以上 

⇒81.9% (保護者 72.3%) ≪82.1% (保護者 79.7%)≫ 
 

★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・ 

 ①～④について、全て達成目標をクリアしています。特に①と③は1学期よりも肯定的評価が上がりました。 

2学期は、『マラソン・駅伝大会』や心班による大繩練習、全校遊び等があったため子どもたちも自分で「①

めあてを決めて運動に取り組んだ」と、評価しやすかったのだと考えます。実際に、一生懸命練習する姿がたく

さん見られました。また、校内では、感染症予防のためマスクを着用したり、自動アルコール消毒器の設置等に

より手洗いや手消毒を徹底させたりしたため、「②病気やけがに気を付けて学校生活を送った」と感じた子ども

たちが増えたのだと考えます。よい傾向だと思います。3学期も続けて取り組んでいきます。なお、1月17日

(水)には「心班対抗大繩大会」と「イキイキ体操フェスティバル」があります。どうぞお楽しみに！ 

しかし、「④アウトメディアのルールを決めてきまりを守った」という項目に関しては、児童・保護者共に若

干下がりました。④は難しく、目標数値も８０%です。学校ではTKB旬間を設定し、アウトメディアの意義に

ついて説明していますが、子どもたちのメディアとの接し方については、ご家庭にお願いするしかありません。

8割(保護者は7割と評価)の子どもたちが守っているから≪良し！≫とするのか、2割(保護者は３割と評価)の

子どもたちが守っていないから≪まだまだ≫とするのか、保護者の皆様から、ご意見をお聞きしたいと思います。 

ゲームやパソコン、ネット等の全てが悪いとは言えません。上手に使うことが大事で、依存度が高く、自分の

意志でやめることができないということが問題だと考えます。クリスマスプレゼントやお年玉で新しいゲームを

買ってもらったと喜んでいる子どもたちもいます。中学生になるとスマホが欲しいと言い出す子も出てきます。 

「アウトメディアのルール」については、是非、各家庭でもう一度話し合い、その話し合った「ルール」を、

お子さんが守られるようにおうちの方から指導していただけるとありがたいです。3学期スタートに際し、お子

さんと「アウトメディアのルール」について再度話し合ってみてはいかがでしょうか。 

【学校評価】２学期の取組のまとめと３学期の方向 
児童・保護者アンケートを基に、２学期の

学校評価をまとめましたのでご報告します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1学期の図書室の貸し出し総冊数は2463冊(一人平均29.7冊)、学級文庫等で読み、カードに記録した総

冊数は3020冊(一人平均36.4冊)。1学期は一人平均66冊読んだことになります。ですが、平均ですので、

100冊以上読んだ子もいれば、10冊に満たない子もいます。 

2学期の図書室の貸し出し総冊数は5694冊(一人平均68.6冊)学級文庫等で読み、カードに記録した総冊

数は7054冊(一人平均85冊)。2学期は一人平均153冊読んだことになります。明らかに増えましたね。 

図書室から借りた本を、本袋に入れ、教室に置き、朝読書の時間やプリントが終わった隙間の時間に読んで

いる子がたくさんいます。お子さんは、おうちでも本を読んでいるでしょうか？ 本を読む姿を見かけたら、

是非、褒めてあげてください。おうちの方に褒められるのが、子どもたちは大好きです。 

 

≪まなびあう≫学びを楽しむ子・・・達成目標と成果 
① 「『知りたい』『調べたい』と進んで学習に取り組んだ」児童 85%以上 

⇒90.4% (保護者 77.1%) ≪93% (保護者 72.6%)≫ 

② 「わくわく学習で地域や自然から学び、楽しく学習した」児童 85%以上 

⇒98.8% (保護者 96.4%) ≪97% (保護者 92.8%)≫ 

③ 「授業が分かる」児童 90%以上⇒ 95.2% (保護者 88%) ≪93% (保護者 88.1%)≫ 

④ 「分かったことを進んで伝えた」児童 85%以上 ⇒90.4% (保護者 88%) ≪91% (保護者 73.8%)≫ 

⑤ 「進んで家庭学習に取り組んだ」児童 85%以上 ⇒90.4% (保護者 75.9%) ≪83% (保護者 66.6%)≫ 

⑥ 「読書が好き・読書は好きな方だ」児童 85%以上 ⇒83.1% (保護者 65.1%) ≪73% (保護者 64.3%)≫ 
 

★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・ 

①～④について、全て達成目標をクリアしています。②にかかわって、地域や地域の自然から学ぶ『わくわ

く学習(生活や総合の学習)』では、99%の子どもたちが肯定的評価をしています。ヤギの「げんき」の飼育

や畑の活動、校区探検や柿崎川調査、米作りや地域の方々から学ぶ学習などが、子どもたちにとってとても意

義ある学習であるということです。ご協力いただいた地域の皆様、保護者の皆様に感謝申し上げます。 

「③授業が分かる」「④進んで家庭学習に取り組んだ」についても1学期よりも高ポイントとなりました。

「①『知りたい』『調べたい』と進んで学習に取り組んだ」について、保護者評価は上がりましたが、子ども

たちのポイントが若干下がったのは、知れば知るほど≪もっと知りたくなる・もっと調べたくなる≫という子

どもたちの気持ちの表れではないかと考えます。子どもたちが主体的に学ぼうとする姿をもっともっと大切に

していきたいと考えています。 

「⑥読書が好きだ」について、1学期よりも10ポイント上がりましたが、目標には到達しませんでした。

しかし、補助質問として「今までよりは本をたくさん借りましたか？」の問いに84.3%の子どもたちが肯定

的評価をしていました。図書の貸し出しカードに記録しなくても、学級文庫などをたくさん読んでいる姿が見

られました。学校司書の丸山先生が市の図書館から子どもたちに人気の本を100冊単位で借りたり、読書旬

間で多読賞を獲得した心班のリクエスト本を購入したりと工夫してくださっているので、子どもたちの読書量

も確実に増えています。 

2学期後半から、行法の吉井明子さんに1年生に読み聞かせをしていただいています。「ぐりとぐら」を楽

しい歌と一緒に読んでくださったり、クリスマスに合わせて素敵な絵本を読んでくださったり…、子どもたち

は真剣に！ 楽しそうに！ 身を乗り出して！ 絵本の世界に浸っています。「ぐりとぐら」など、これまで

何度も聞いてきたお話だと思うのですが、読み手が変わると、楽しく絵本の世界に浸れるのですね。大人が聞

いていても楽しかったです(西山教諭と岩下)。他の学年からも、「1年生だけでなく、私たちの学年も是非、

読み聞かせをしていただきたい」との声が上がっています。担任もときどきは読み聞かせを行いますが、是非、

読み聞かせをしてくださるボランティアの方が増えてくださると嬉しいです。 

全国学力学習状況調査では、学力と読書の相関関係が

示されています。≪読書が好きだと学力が高い≫と言わ

れます。しかし、≪学力が高い子が、読書が好き≫とも

言われます。おうちの方の関心が高いと、学力も高いと

言われます。同じく、家庭学習の習慣が身に付いている

子どもたちも学力が高いと言われます。勉強する環境や

読書する環境が整っているということがまずは大事な

のかもしれませんね。 

コタツに入って、あるいはリビングで、ゆったりと、

TVを消して、親子で一緒に、読書を楽しんだり、問題

を解き合ったりする時間もステキかもしれませんね。ト

ランプやかるたも、いいかもしれませんね。 

 

それぞれの数値は、アンケートにおけ

る児童・保護者の肯定的評価の％です。 

≪ ≫内の数値は１学期のものです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様・地域の皆様、これからも学校教育活動に対するご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

≪学校について≫ 
① 本校が目指す子ども像は保護者の願いや希望に合っているか ➡保護者 95.2% 

② 本校の教職員は子どもたちに適切に接しているか ➡保護者 97.6% 

③ 本校の施設設備は充実しているか ➡保護者 74.7% 

④ 家庭では学習習慣が身に付くように努めているか ➡保護者 92.8% 

⑤ 家庭では日頃からお子様とコミュニケーションを図っているか ➡保護者 97.6% 
 

★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・ 

①②について、「目指す子ども像」や「教職員の子どもたちへの接し方」について95%以上の高評価を得て

います。ありがとうございます。今後とも一生懸命取り組んでいきたいと思います。 

④⑤について、各ご家庭でも、子どもたちとコミュニケーションを図り、日頃から学習習慣等が身に付くよ

うに一生懸命取り組んでくださっていることが分かります。ありがとうございます。感謝申し上げます。 

③については、学校でがんばれるところと、学校だけではがんばりきれないところがあります。よりよい教

育環境づくりを目指して、工夫したり市へ働き掛けたりしていきたいと思います。 
 

≪保護者自由記述より≫ 
◎いつも親身になって丁寧に対応していただき感謝しています。 

◎上の学年の子どもが下の学年の子どもの面倒を見てくれていると思う。「心班」の力が大きいと思います。 

◎学校は楽しい所。今の所、悩みもなく友達関係もうまくいっています。ありがとうございます。 

◎学校行事で感じた事を書かせて頂きます。体育祭、時代まつり、文化祭などの金管演奏、音楽発表がいつも 

素晴らしく、感動しています。先生方の指導のお陰です。ありがとうございます。横尾先生のピアノも大好 

きです。これからも楽しみにしています。 

◎今年はマラソン大会の日程が早く、あたたかいうちに実施できてとても良かった。 

◎自分が好きなことや興味のあることには進んで取り組むことができますが、▲苦手な事、嫌いな事（勉強）

をやる気にさせるのが難しいです。親も上手に導いてあげられると良いのですが、やる気スイッチの入れ方

を知りたいです。 

◎文化祭では子どもたちが楽しめる内容が増え、とても良かった。▲PTA の負担（本部役員や各部の当日分

担）はもっと減らす方向でいった方が良いのではないでしょうか。 

▲毎年子どもが楽しみに参加している外部団体からの配布物。今年は学校から案内が配付されず、申込みに苦 

労しました。（運営側は各校に配ったそうです）来年はぜひ配付していただきたいです。 

▲学校便りは文章量が多い気がします。読みにくいです。行間をもう少し空けてもらえると嬉しいです。 

▲アンケート№１２「心班で協力して体を鍛えていましたか」はどんな活動ですか。活動したことを具体的に 

示してもらえると答えやすいです。 

▲先生にゆとりはできたのでしょうか？子どもたちはよく見ていますよ。 
 

★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・ 

自由記述より、「教職員の子どもたちへの対応の仕方がよい」「心班の活動がよい」「学校行事への取組・工

夫等がよい」「子どもたちが学校は楽しい所と感じている」などと評価していただいている点については、心

より感謝申し上げます。保護者の皆様のご協力があればこそと考えています。ありがとうございます。 

「やる気スイッチ」の入れ方やＰＴＡの負担軽減については、みんなで探っていきましょう。 

配布物については、学校へは各団体等から様々な文書が寄せられます。その都度、配布しても良いものにつ

いては配布していたと思っていましたが、運営側との行き違いがあったでしょうか。失礼しました。 

学校便りについては、読んでくださる方を意識して工夫したいと思います。ついついお伝えしたい気持ちが

強すぎて内容をぎゅうぎゅう詰めにしてしまい…反省しています。すみません。 

 アンケートについては、答えていただきやすい項目・内容等になるよう、工夫していきます。 

 「先生にゆとりはできたのでしょうか」については、やるべきことが多すぎて、私たちにはなかなかゆとり

がありません。しかし、子どもたちが学校にいる間は、ゆとりをつくり、子どもたちと接することができるよ

う工夫していきたいと思っています。「子どもたちはよく見ていますよ」の中身について、何をどうよく見て

いるのか、担任までお知らせいただけるとありがたいです。 

なお、これまでもお伝えしてきましたが、平成３０年度からは、3・4年生も外国語活動の授業が始まり、

５・６年生では外国語活動が本格的な外国語科となり、3～６年生で授業時数が増えるのです。そのため平成

２９年度までは毎週水曜日は５限で全校帰りでしたが、平成３０年度からは年間15日ほど、3年生以上は６

限後下校となります。授業時数増加にかかわる変更等については早め早めにお知らせしたいと考えています。 

 


